




Attitudes towards TV and TV watching　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　
　The purpose of this study was to analyze relationships between scale of attitudes 
towards TV（“Pseudo-communication,” “Information gathering,” “Habitual watching,” 
“Skepticism in TV,” “Seeking Entertainment,” “Selective watching.”）and TV watching.
A total of 269 women participated in the research. The results revealed that while 
factors such as “Pseudo-communication,” “Information gathering,” “Habitual watching,” 
and “Skepticism about TV” had a big influence on the evaluation of the program, 
































































調 査対象者：S 女子大学に在籍する女子学生 269 名（平均年齢 20.25 歳，
SD=1.50，1 年生 55 名，2 年生 94 名，3 年生 79 名，4 年生 41 名）。ノ
ンフィクション番組条件は 87 名，セミフィクション番組条件は 91 名，
フィクション番組条件は 91 名であった。
調査時期：2009 年 12 月～ 2010 年 1 月




2009 年 10 月 14 日放送，「コンビニ弁当　値下げ競争の舞台裏」30 分間），
セミフィクション番組として「奇跡体験アンビリバボー」（フジテレビ
系列，2009 年 10 月 23 日放送「実録セカチュー超えた恋」，約 25 分間），
フィクション番組としてドラマ「魔女裁判」（フジテレビ系列，2009 年
5 月 2 日放送，第 2 回「脅迫陰謀…罠…買収…裁判員の危機」の序盤約





















知欲求尺度」15 項目（神山・藤原，1991），「KiSS（Kikuchi’s Social 
Skill）-18」18 項目（菊池，1988），「改訂版 UCLA 孤独感尺度」（以下






































幸せな気持ちになった .868 -.099 .056 -.207
さわやかな気持ちになった .842 .118 -.023 .102
癒された .831 .081 .010 .119
感動した .729 -.158 -.032 -.167
リラックスした .721 .174 -.041 .235
つまらなかった .089 .898 .074 -.037
興味を持てなかった .058 .855 .085 .014
なかなか集中できなかった .059 .802 -.047 .056
夢中になって見た .087 -.619 .210 .192
気持ちが落ち込んだ .039 .107 .763 -.166
悲しくなった .173 -.019 .754 -.246
怖かった -.163 -.148 .697 .066
怒りを感じた -.240 .074 .608 .137
ハラハラドキドキした .209 -.231 .481 .257
疲れた -.162 .388 .398 .039
わくわくした .085 .024 -.028 .879
楽しかった -.008 -.093 -.157 .661
M／項目数 2.03 4.27 2.61 2.60
SD 1.04 0.82 0.90 1.12

















ストーリーが作られていると思った -.936 .145 -.018 -.002 .044 -.024
番組は，すべてが作りもののように
思えた -.853 -.023 -.083 .013 -.010 .092
番組の内容は，かなり脚色されてい
ると思う -.833 .010 .112 -.044 .007 -.016
話ができすぎていると思った -.827 -.136 .094 -.173 .098 .151
番組は，正確な情報を伝えていると
思う .663 .117 .070 -.064 -.084 .153
番組の内容は，現実に起こってい
る，または起こりうることだと思う .644 -.009 .052 -.101 .179 -.003
番組の内容は，しらじらしかった -.575 -.158 .031 -.063 .045 .127
番組の内容は，実際にあることだと
思う .518 .152 .079 -.099 .103 .083
登場人物に対して，怒りがこみ上げ
てきた -.460 .235 .141 .292 -.032 -.190
番組を見て社会のことがよくわかっ
た -.043 .897 -.124 .086 -.041 -.073
番組は勉強になった .068 .846 -.040 -.020 -.048 .009
番組によって知識が深まった .011 .773 -.015 -.052 -.042 .143
番組の内容は，社会を表していると
思う .179 .709 -.169 .059 .005 -.192
番組を見て視野が広がった -.058 .685 .107 -.089 .064 .178
番組を見て，自分が少し成長できた .073 .424 .154 -.061 .232 .107
番組を見て，自分の知らない世界を
知ることができた -.010 .421 .382 -.224 .031 .030
自分が関心を持っている内容を取り
上げていた .020 .359 -.083 .257 .171 -.043
登場人物は，とてもつらかっただろ
うと思う -.040 -.208 .846 -.026 -.010 -.045
登場人物の思いが，よく伝わってき
た .086 .067 .781 .000 -.077 .004
登場人物の苦悩に胸が痛んだ .138 -.134 .772 .170 -.002 -.061
登場人物の気持ちを思うと，いたた
まれなくなった -.087 .167 .697 .136 -.037 -.091
番組を見て，本当にこんなことがあ
るのか，と驚いた -.217 -.054 .476 -.078 .078 -.009
登場人物を励ましてあげたくなった .312 -.034 .442 .094 .003 .131
番組に登場した人物に，自分を重ね
合わせて見ていた .040 -.151 -.056 .765 .014 .175







持ちになった .001 .071 .150 .628 .065 .027
自分が，同じ立場だったらどうする
だろうか，と想像した .039 -.094 -.018 .470 .100 .249
番組の内容について，友人と話し合
ってみたいと思った .000 -.139 -.022 .040 1.022 -.116
番組で知ったことを，誰かに伝えた
いと思った .119 .036 .021 .036 .774 -.006
番組の内容について，家族と話し合
ってみたいと思った .035 .134 -.157 .078 .630 .086
番組を見た他の人の感想を聞いてみ
たいと思った -.213 .144 .098 -.025 .570 .016
番組に登場した人と自分を比較した -.102 -.076 -.013 .309 -.064 .747
番組を見て，自分自身のことを振り
返った .028 -.045 -.050 .160 .038 .680
番組を見て，自分の日常生活はどう
だろうか，と考えた .014 .296 -.091 -.034 -.066 .676
M／項目数 2.69 3.03 3.56 2.82 3.36 3.47
SD 1.11 1.11 0.88 1.20 0.87 0.78
α .902 .876 .820 .821 .848 .771
Table 3.　各尺度の平均値・標準偏差・信頼性係数
M SD α
疑似的コミュニケーション 3.03 0.69 .901
情報収集 3.96 0.52 .838
習慣的視聴 3.18 0.86 .891
テレビへの懐疑 3.86 0.57 .727
エンターテイメント性希求 3.37 0.77 .707
選択的視聴 3.37 0.80 .593
論理的思考への自覚 3.17 0.67 .867
客観性 4.09 0.54 .795
探究心 3.88 0.58 .738
証拠の重視 3.64 0.75 .492
認知欲求 3.40 0.62 .847
KiSS-18 3.57 0.62 .888
孤独感 1.80 0.49 .893
事前態度（ノンフィクション） 3.89 0.81 .847
事前態度（セミフィクション） 3.28 0.75 .730

























































F ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報収集 N ○ ○ ○ ○ ○
S ○
F ○ ○ ○ ○ ○ ○
習慣的視聴 N ● ● ● ● ●
S ●
　 F ● ● ● ● ● ●
テレビへの懐疑 N ●








事前態度 N ○ ○ ○ ○ ○
S ○ ○ ○ ○

































































1 100 2.50 0.56 69.671 (2,258)*** 2>1***
2 80 3.29 0.55 3>1***





1 100 3.69 0.55 28.952 (2,258)*** 2>1***
2 80 4.10 0.45 3>1***






1 100 2.37 0.52 168.576 (2,258)*** 2>1***
2 80 3.81 0.53 2>3*  









1 100 3.94 0.62 8.025 (2,258)*** 1>3** 
2 80 3.97 0.49 2>3** 













1 100 3.16 0.78 29.854 (2,258)*** 3>1***
2 80 3.13 0.67 3>2***






1 100 3.33 0.73 78.284 (2,258)*** 2>1***
2 80 4.03 0.47 2>3***









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































登 場 人 物 へ の










































































































登 場 人 物 へ の




































































































































































































































































































































































感情については，「怒り・抑うつ」において，第 1 クラスタよりも第 2 ク
ラスタの得点が高いことが示された。番組に対する評価については，テレ
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